
　

役
者
絵
と
美
人
画
を
得
意
と
し
た
浮
世
絵

師
・
歌
川
国
貞
(
三
代
豊
国
)
が
嘉
永
五
年

～
嘉
永
六
年
(
一
八
五
二
～
一
八
五
三
)
に

か
け
て
制
作
し
た
「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」

(
通
称
「
役
者
見
立
東
海
道
」)
は
、
手
前
に

歌
舞
伎
役
者
を
描
き
、
背
景
に
宿
場
の
風
景

を
描
い
た
揃
物
で
す
。
本
作
は
大
変
人
気
を

得
た
作
品
で
、
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
に

加
え
、
あ
と
か
ら
図
が
追
加
さ
れ
、
百
三
十

種
類
以
上
も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
当
時
の
人
気
役
者
だ
け
で
な
く
、

す
で
に
故
人
と
な
っ
て
い
た
人
気
役
者
も
取

り
上
げ
て
お
り
、
空
摺
や
正
面
摺
な
ど
凝
っ

た
摺
り
の
技
法
が
施
さ
れ
た
豪
華
な
シ
リ
ー

ズ
で
す
。

歌川国貞の役者見立東海道
歌舞伎役者の面影

役
者
見
立
東
海
道
を
大
解
剖
！

　

日
本
橋
の
図
を

例
に
「
役
者
見
立

東
海
道
」
が
ど
の

よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
か
紹
介
し
ま

す
。

【図１】歌川国貞（三代豊国）「東海道五十三次の内　日本橋　松魚売」 
※鰹の異名。鰹節の切り口が松の木の年輪に似ていることが
　由来とされています。

※

2024 年
6 月
WEB 版

浮
世
絵
館
だ
よ
り
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藤沢市
藤澤浮世絵館

背
景
：
歌
舞
伎
演
目
や
登
場
人

物
に
関
連
す
る
東
海
道
の
風
景
。

　

江
戸
時
代
、魚
河
岸(
魚
市
場
)

が
あ
り
、
江
戸
で
初
夏
の
グ
ル

メ
と
し
て
好
ま
れ
て
い
た
初
鰹

が
売
ら
れ
て
い
た
日
本
橋
の
風

景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
：
枠
に
は
歌
舞
伎
演
目

や
歌
舞
伎
役
者
に
関
連
の
あ
る
飾

り
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
橋
の
図
で
は
鰹
売
り
に
ち

な
ん
で
鰹
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

前
景
：
歌
舞
伎
の
登
場
人
物
を

演
じ
る
役
者
。

　

歌
舞
伎
の
所
作
事
「
四
季
詠

寄
三
大
字
」
に
登
場
す
る
鰹
売

り
の
格
好
を
し
た
三
代
目
坂
東

三
津
五
郎
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　

う
た
が
わ
く
に
さ
だ　
　

さ
ん
だ
い
と
よ
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　

や
く
し
ゃ 

み 

た
て
と
う
か
い
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
ろ
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
ず
り　
　

し
ょ
う
め
ん
ず
り　
　
　
　
　

こ

　
　

  

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
お 

が 

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ
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お

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

し
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さ
ご
と　
　

し
き
の
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が
め 

 

よ
せ
て
み
つ
だ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
ん
ど
う

　

 

み
つ
ご
ろ
う



　

東
海
道
を
題
材
と
し
た

「
東
海
道
五
十
三
次
」
の
多

く
は
、
五
十
三
の
宿
場
に
ス

タ
ー
ト
地
点
の
日
本
橋
と

ゴ
ー
ル
の
京
を
加
え
た
五
十

五
点
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
役
者
見
立
東

海
道
」
は
、
最
初
に
出
版
さ

れ
た
五
十
五
点
の
あ
と
に
、

同
じ
宿
場
を
描
い
た
「
そ
の

二
」
や
「
間
の
宿
」(
宿
場

と
宿
場
の
間
に
設
け
ら
れ
た

休
憩
場
所

) 

を
取
り
上
げ
た

も
の
な
ど
が
次
々
と
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
百

三
十
点
以
上
が
制
作
さ
れ
、

他
の
東
海
道
の
揃
物
よ
り
も

は
る
か
に
多
く
壮
大
な
構
成

と
な
り
ま
し
た
。　

　
「
役
者
見
立
東
海
道
」
の

各
作
品
は
出
版
時
期
や
特
徴

に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
桑
山
童
奈
氏
に

よ
る
論
考
「『
役
者
見
立
東

海
道
』
研
究
」
を
は
じ
め
と

し
た
先
行
研
究
や
他
機
関
の

過
去
の
展
示
で
も
、「
役
者

見
立
東
海
道
」
の
作
品
は
グ

　

最
初
の
五
十
五
点
(
以
下
「
グ
ル
ー
プ
１
」)
は
嘉

永
五
年
(
一
八
五
二
)
の
二
月
～
六
月
に
か
け
て
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
１
の
み
で
「
東
海
道
五

十
三
次
」
の
揃
物
と
し
て
成
立
し
て
い
ま
す
。
画
面

上
部
に
あ
る
赤
色
の
長
方
形
に
あ
る
タ
イ
ト
ル
は
、

共
通
し
て
「
東
海
道
五
十
三
次
之
内　

宿
場
名　

役

名
」
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
期
に
は
目
録
も
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　　
ル
ー
プ
分
け
を
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

も
先
行
研
究
に
な
ら
い
、「
役
者
見
立
東
海
道
」
の
作

品
を
グ
ル
ー
プ
１
～
４
に
分
類
し
て
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

（1）
桑
山
童
奈
(
二
〇
〇
五
)「『
役
者
見
立
東
海
道
』
研
究
」『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告―

人
文
科
学―

』

三
十
一
号
、
四
十
一
～
五
十
八
頁
。

（1）

① 

役
者
見
立
東
海
道
の
原
点

【図２】歌川国貞（三代豊国）「東海道五十三次の内
平塚　萬長娘　おこま」 

【図３】歌川国貞（三代豊国）「題名不詳（役者見立東海道五十三駅）」 

役者見立東海道の出版事情役者見立東海道の出版事情

◀「
役
者
見
立
東
海
道
」
の
目
録

　

当
市
が
所
蔵
す
る
「
役
者
見
立
東
海
道
」
の
目

録
は
黒
一
色
摺
で
、
揃
物
の
タ
イ
ト
ル
が
抜
け
て

い
る
こ
と
か
ら
未
完
成
の
摺
り
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
他
施
設
の
所
蔵
す
る
完
成
品
に
は
『
役
者
見

立
東
海
道
五
十
三
駅
』
と
題
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

目
録
に
は
「
宿
場
名　

役
名　

役
者
名
」
が
記

載
さ
れ
お
り
、
出
版
時
に
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い

た
役
者
に
は
名
前
の
前
に「
故
人
」ま
た
は「
古
人
」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
【
図
２
】
は
目
録
に
「
平
塚　

萬
長
娘　

岩
井

粂
三
郎
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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あ
い　
　

し
ゅ
く



　

グ
ル
ー
プ
３
は
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)
九
月
～
十
一
月
に
か
け
て
出
版

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
グ
ル
ー
プ
１
と
２
は
東
海
道
の
宿
場
が
描
か
れ
た

の
に
対
し
、
グ
ル
ー
プ
３
は
「
間
の
宿
」
な
ど
宿
場
と
宿
場
の
間
に
あ
る
場

所
を
背
景
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
各
図
の
タ
イ
ト
ル
は
「
東
海
道
五
十
三

次
之
内　

宿
場
名　

宿
場
名　

間　

地
名　

役
名
」
で
す
。

▶
吉
田
橋

　

グ
ル
ー
プ
３
で
描
か
れ
て
い
る
場
所
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

【
図
６
】
は
タ
イ
ト
ル
に
「
戸
塚　

藤
沢
間　

吉
田
橋
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、
背
景
に
は
少
し
寂
し
げ
な
風
景
が
あ
る
だ
け
で
、

吉
田
橋
そ
の
も
の
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
吉
田
橋
は
戸
塚
に
流

れ
る
柏
尾
川
に
掛
か
る
橋
で
、
東
海
道
と
鎌
倉
へ
向
か
う
道
と
の

分
岐
点
に
あ
り
ま
し
た
。
役
者
と
し
て
松
若
丸
が
吉
田
橋
に
描
か

れ
た
の
は
、
京
の
公
家
で
あ
る
吉
田
家
の
子
息
と
い
う
設
定
に
よ

る
も
の
で
す
。

③ 

宿
場
の
間
シ
リ
ー
ズ　

▲つながる背景
　【図４】【図５】はどちらも岡崎宿の図で、背景がつながる
ように描かれています。これは最初に出版されたグループ１
の作品に合わせてグループ２の作品が描かれたためです。

　

グ
ル
ー
プ
２
は
嘉
永
五
年
八
月
～
六
年
一
月
(
一
八
五
二‐

一
八
五
三
)

に
か
け
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
１
と
同
じ
く
宿
場
を
題
材
と

し
て
い
ま
す
が
、
目
録
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
作
品
で
す
。
グ
ル
ー

プ
１
の
作
品
と
ペ
ア
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
描
か
れ
た
も
の
が
多
い

傾
向
に
あ
り
、
タ
イ
ト
ル
の
宿
場
名
の
後
に
「
そ
の
二
」
な
ど
と
書
か

れ
て
い
る
図
や
、
宿
場
名
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
１
の
も
の
と
背
景
が
つ
な

が
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
図
も
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
は
「
東
海
道

五
十
三
次
之
内　

宿
場
名　

役
名
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

【図４】【右】歌川国貞（三代豊国）「東海道五十三次の内　岡崎駅　
政右衛門」グループ１ 

【図６】歌川国貞（三代豊国）「東海道五十三次之内　　
　戸塚　藤沢間　吉田橋　松若」

【図５】【左】歌川国貞（三代豊国）「東海道五十三次ノ内　岡崎駅　
其二　政右衛門女房　お谷」 グループ２

② 

役
者
見
立
東
海
道
の
パ
ー
ト
２
！？
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歌舞伎役者の面影歌舞伎役者の面影

【図７】歌川国貞（三代豊国）「東海道　藤沢　
平塚間　四ツ家　山帰り」

【図９】歌川国貞（三代豊国）「東海道五十三次之内　
土山　水口間　松ノ尾　松王丸」

【図８】歌川国貞（三代豊国）「東海道五十三次之内
島田　阿曽次郎」

　

グ
ル
ー
プ
４
は
嘉
永
五
年
八
月
～
六
年
二
月
(
一
八
五

二‐
一
八
五
三
)
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
、

グ
ル
ー
プ
３
と
同
じ
く
東
海
道
の
宿
場
で
は
な
く
「
間
の

宿
」
な
ど
宿
場
と
宿
場
の
間
に
あ
る
場
所
が
背
景
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
１
～
３
に
携
わ
っ
て
い
る
彫
師
の
「
彫
竹
」

と
「
彫
巳
の
」
が
参
加
し
て
い
な
い
な
ど
、
他
の
グ
ル
ー

プ
と
異
な
る
点
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
番
の
違

い
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
が
赤
色
で

は
な
く
三
色
の
長
方
形
内
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え

て
、
グ
ル
ー
プ
４
の
み
「
東
海
道　

宿
場
名　

宿
場
名　

間　

地
名　

役
名
」
と
書
か
れ
、「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」

で
は
な
く
「
東
海
道
」
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
役
者
見
立
東
海
道
」
全
体
で
見
る
と
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
「
役
者
見
立
東
海
道
」
は
そ
の
名
の
通
り
、
前
景
に
描
か
れ
た
歌
舞
伎
の
登
場

人
物
が
す
べ
て
歌
舞
伎
役
者
の
似
顔
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
描
か
れ
た
役
者
は

当
時
現
役
の
人
気
役
者
か
ら
往
年
の
名
優
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
相
応
し
い

役
者
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ラ
ム
で
本
展
担
当
学
芸
員
一
押
し
の
ス
タ
ー

を
二
人
紹
介
し
ま
す
。

　

本
展
で
展
示
し
て
い
る
「
役
者

見
立
東
海
道
」
の
八
十
九
点
の
う

ち
最
も
描
か
れ
て
い
る
役
者
で
、

七
点
に
登
場
し
て
い
ま
す
。
荒
事

で
知
ら
れ
る
代
々
の
団
十
郎
と
は

一
味
異
な
る
、
上
品
で
柔
ら
か
み

の
あ
る
二
枚
目
を
得
意
と
し
、
大

人
気
の
役
者
で
し
た
。
人
気
絶
頂

の
さ
な
か
、
三
十
二
歳
の
若
さ
で

亡
く
な
り
、
死
絵
(
歌
舞
伎
役
者

を
追
善
す
る
浮
世
絵
)
が
多
く
出

版
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
い
鼻
と
鋭
い
眼
光
が
特
徴
的

な
役
者
で
、
俗
に
「
鼻
高
幸
四
郎
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
悪
役
を
得
意

と
し
、
文
化
文
政
期(

一
八
〇
四-

一
八
三
〇)

を
代
表
す
る
六
名
優
の

一
人
で
す
。
本
揃
物
の
出
版
時
に

は
す
で
に
故
人
で
し
た
。

　
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
で
松
王
丸

を
演
じ
た
際
に
、
名
場
面
「
車
引
」

で
高
い
鼻
を
活
か
し
、
背
を
向
け

横
顔
で
見
得
を
切
る
「
横
見
得
」

を
披
露
し
、
現
在
ま
で
続
く
型
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

④ 

役
者
見
立
東
海
道
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

当
時
を
と
き
め
く
二
枚
目
ス
タ
ー

八
代
目
市
川
団
十
郎

文
政
六
年‐

嘉
永
七
年

　
(1

八
二
三-

一
八
五
四
)

伝
説
的
な
悪
役
ス
タ
ー

五
代
目
松
本
幸
四
郎

宝
暦
十
四
年‐

天
保
九
年

　
(1

七
六
四-

一
八
三
八
)
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